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消防庁予防課より平成30年４月27日付けで事務連
絡「避難器具（緩降機）の使用時における安全管理の
徹底について」が発出されたことは、読者の皆様にはご
周知のことと思います。
これは、平成29年11月24日に名古屋市内の診療

所において、点検業者の立会いのもと、２階から緩降
機を用いて５名が降下訓練を実施したところ、訓練実
施者のうち３名が腕に擦過傷等を負い、１名が肋骨を
骨折した負傷事故を受けてのものです。訓練で負傷さ
れた方々には、心よりお見舞いを申し上げます。
この事故を受け、当工業会では、消防庁によるご指

導の下、事故の検証を行いました。その結果、この事
故につきましては、器具の異常などは全く見受けられ
ず、使用方法の手順を正しく伝えられなかったことに
より降下者が負傷したという結論が出ております。
訓練の状況を検分したところ、着用具側のロープに

たるみ（余長）が生じており、使用時において、緩降装
置が作動するまでのほんのわずかの間に余長分が自由
落下し、衝撃がかかったために負傷されたことがわかっ
ています。
緩降機につきましては、従前より「避難器具（緩降機）

の訓練等における安全管理の徹底について（平成26年
12月26日付け消防庁予防課事務連絡）」及び「避難器
具（緩降機）の訓練時等における落下事故について（平
成20年４月22日付け消防庁予防課事務連絡）」などで
安全管理面の周知が図られております。それにもかか
わらず、いまだにこういった使用方法の誤認による負
傷事故が起きてしまうことは、工業会としての懸案と
なっております。当工業会におきましては、消防設備
士再講習や点検資格者再講習において、関係者の皆様
に対しましても正しい取扱方法の周知徹底をお願いし
てはおりますが、講習時には実物が眼前にあるわけで
はないので、映像等を駆使してもなかなか正しい取扱
方法が伝わりづらい歯がゆさを感じております。一方で、

取扱方法を間違えたことによる事故等も講習時の解説
だけでは想像しにくいのではないかと推測されます。
では、余長分の自由落下についてどれほどの衝撃が
身体にかかるのでしょうか。ロープの破断強度につき
ましては、計算方法も確立されており、検定品に使用
する際は十分な検討がなされ、安全性の高いものとなっ
ております。しかしそれはロープに対する破断強度で
あって、着用具の締付けを表す数値ではありません。
高所作業に使用する安全帯では、落下時に身体に衝撃
がかかり死傷事故に至った例も報告されておりますが、
そのとき身体にかかる衝撃荷重の数値は明らかにされ
ていません。当工業会では着用する部分にかかる衝撃
荷重を数値化し、実証することで、より的確に取扱方
法を周知することが必要と考え、日本消防検定協会（以
下、「検定協会」という。）の協力を仰ぎ、後述する内容
にて実験を行いました。
実験方法は、現状普及している緩降機の製造者三
社の検定合格品を使用し、着用具部分にロードセルを
設けたうえで検定協会所有の25㎏ダミー及び65㎏ダ
ミーに装着し（写真１・写真２）、なおかつその状態で
装着側のロープを１ｍほど引き出し（写真３）、ナスカ
ンを用いて降下試験装置に固定します。十分な高さ（自
由落下した後、緩降装置が作動する高さ）を確保した
後、ロードセルからのデータを計測しつつ、落下させ
ます。なお、ロードセルデータは降下試験装置に固定
した時点でリセットし、自由落下させた後、緩降装置
が作動した時点の数値を採取し、落下直前の荷重値（自
重）と合算したうえで自重に対する数値比を求めるもの
とします。同時に余長なしで同様の実験を行い、数値
がどのように変化するかも確認します。
実験の結果では、緩降装置が作動した瞬間をピーク
として、ロープが１ｍ程度の余長の場合は、比の最小
値が1.25、最大値で7.0、60回降下の平均値では
3.24となり、自重以上の締付荷重がかかることが判明
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A社実験結果 セット時締付荷重
（A）

降下時最大締付荷重
（B）

合計
（C）=（A）+（B）

セット時締付荷重との比較
（C）/（A）

25㎏ダミー使用
（ロープ余長１m）

最大 0.03kN 0.04kN 0.07kN 2.33
最小 0.04kN 0.01kN 0.05kN 1.25

65㎏ダミー使用
（ロープ余長１m）

最大 0.11kN 0.43kN 0.54kN 4.91
最小 0.11kN 0.22kN 0.33kN 3.0

25㎏ダミー使用
（ロープ余長なし） 最大・最小 0.04kN 0kN 0.04kN 1.0

65㎏ダミー使用
（ロープ余長なし） 最大・最小 0.1kN 0kN 0.1kN 1.0

B社実験結果 セット時締付荷重
（A）

降下時最大締付荷重
（B）

合計
（C）=（A）+（B）

セット時締付荷重との比較
（C）/（A）

25㎏ダミー使用
（ロープ余長１m）

最大 0.02kN 0.12kN 0.14kN 7.0
最小 0.03kN 0.04kN 0.07kN 2.33

65㎏ダミー使用
（ロープ余長１m）

最大 0.06kN 0.14kN 0.20kN 3.33
最小 0.06kN 0.06kN 0.12kN 2.0

25㎏ダミー使用
（ロープ余長なし） 最大・最小 0.03kN 0kN 0.03kN 1.0

65㎏ダミー使用
（ロープ余長なし） 最大・最小 0.07kN 0kN 0.07kN 1.0

C社実験結果 セット時締付荷重
（A）

降下時最大締付荷重
（B）

合計
（C）=（A）+（B）

セット時締付荷重との比較
（C）/（A）

25㎏ダミー使用
（ロープ余長１m）

最大 0.01kN 0.05kN 0.06kN 6.0
最小 0.01kN 0.02kN 0.03kN 3.0

65㎏ダミー使用
（ロープ余長１m）

最大 0.02kN 0.05kN 0.07kN 3.5
最小 0.03kN 0.02kN 0.05kN 1.67

25㎏ダミー使用
（ロープ余長なし） 最大・最小 0.01kN 0kN 0.01kN 1.0

65㎏ダミー使用
（ロープ余長なし） 最大・最小 0.02kN 0kN 0.02kN 1.0

しました。数値に幅がありますが、ロードセルの取付
位置や、着用具の装着部分において、クッション装置
や弾力性のある素材を用い、体感する締付けの感覚が
和らぐように、製造者ごとに工夫を凝らした設計製作
を行っているため、ある程度の差異となって現れたも
のと推測されます。そういった保護部分があるにもか
かわらず、最大では7倍の締付力がかかるという実験
値にいささか衝撃を感じます。　　　　　　　
また、余長なし、つまり最初から緩降装置が作動す
る状態で同様の実験を行い、数値を採取したところ、
ロードセルの数値は０を示しており、合算比では1.0
となることから、緩降装置が最初から作動すれば、衝
撃荷重はかからないことが判明しております（上表）。
避難訓練時であっても、避難器具を使用する状況は、
高所から降下する恐怖心など、精神的に負担のかかる
ものであり、想定外の抗力が働くことは考えるに難く
ありません。そのうえで、余長のある状態で使用した
場合、想像よりも大きな締付力が瞬間的に身体にかか
ることで、精神的かつ物理的なショックにより、予想

外の負傷をする可能性があると考えることができます。
しかし、余長なしの実験データが示すとおり、正し
い使用方法であれば衝撃荷重がかからない、すなわち
自重以外がかからないことについては、緩降機が安心
･安全な器具であることの証明であり、全国に設置され
ている緩降機に対して、その安全性が担保されるもの
と言えるでしょう。
データによる検証を踏まえ、未然に事故を防ぐべく、
より一層の注意喚起を図る必要性が問われています。
当工業会では緩降機本器に添付する注意喚起の表示を
改善するとともに、さらなる注意喚起の手段として、
わかりやすいイラスト等を用いたリーフレットを作成中
です。完成次第、消防本部及び各県の消防設備協会を
通じ、消防職員、消防設備士や点検資格者の方々に配
布をお願いしたいと考えています。お見かけの際は緩降
機の正しい取扱方法について、今一度ご確認いただき、
なお一層、安心･安全な避難器具の設置及び点検整備
をお願いいたしますとともに、防火対象物の関係者の
皆様にご説明いただければ幸いです。

【お問い合わせ先】一般社団法人全国避難設備工業会　電話：03-3591-0655　Mail：info@zenkoku-hinan.or.jp
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